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ポーランド・リトアニア共和国とは？ 

  クラクフ ヴァヴェル城  ワルシャワ 旧市街前広場 



時代と領域 

・時代： 16～18世紀 

      （ルネサンス～バロック～啓蒙） 

 

      ※ポーランド分割（1772，1793，1795） 

 

・領域： バルト海南岸～黒海北岸 

       （今日のポーランド、リトアニア、ベラルーシ、 

        ウクライナ、ロシアの一部） 

 

 



ポーランドの国境の変遷 



近世の共和国の領域を現在のヨーロッパの
地図に重ねると… 



どのような人びとが暮らしていたのか 
「死んだ債務者をめぐる様々な身分の人びとの嘆き」（17世紀の木版画） 



現在のポーランド共和国 
                国旗         国章  
      

 

人口： 3,800万人 

（首都  ワルシャワ 人口170万人） 

 

公用語： ポーランド語 

 

宗教： 約90％がローマ・カトリック 

 

 

             教皇ヨハネ・パウロ2世  → 

           （在位1978～2005） 

 
 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Poland.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Herb_Polski.svg


近世のポーランド・リトアニア共和国は、 

・人口： 約750万人 
          ポーランド王国： 400万人 

          リトアニア大公国： 350万人 

 

・多言語、多宗教、多民族国家 

 

・身分制社会 
     貴族（シュラフタ）、聖職者、都市民、農民 etc.     

 
 



多言語の共和国 
ポーランド語、ルシ語（ベラルーシ語、ウクライナ語）、リトアニア語、ラトヴィア語、ドイツ語、 

イディッシュ語、ラテン語 etc. 



多宗教の共和国 
ローマ・カトリック教会、プロテスタント諸宗派（ルター派、カルヴァン派 etc.）、ギリシア正教

会、合同教会（ギリシア・カトリック教会）、アルメニア教会、イスラーム教徒、ユダヤ教徒 

    16世紀の宗教分布     18世紀末の宗教分布 



多宗教の共和国（その２） 
「ユダヤ人の楽園」としての共和国 



 
「複合国家」としてのポーランド・リトアニア共和国 



「複合国家」としてのポーランド・リトアニア共和国 
（その２） 

【長い君主の称号】 

ジグムント3世ヴァーザ 

（在位1586～1632）の場合 

  「神の恩寵によりポーランド国王、リト
アニア、ルシ、プロイセン、マゾフシェ、
ジュムチ、キエフ、ヴォウィン、ポドラ
シェ、インフランティ等々の大公、ス
ウェーデン王国の世襲の継承者にし
て将来の国王」 

 

 「両国民の共和国」 
   ポーランド王国 

        + 

   リトアニア大公国 
 

 



「貴族の共和国」 

• 国王を選挙で選ぶ（選挙王政） 

 

• 議会を中心に国政を運営する 

   全国議会  間接民主制 

   地方議会  直接民主制 

 

• 有権者としての貴族身分（シュラフタ） 

   人口比 5～7％ 



国王自由選挙 
シュラフタ各人が直接参加する 
国外にも開かれた被選挙権 



           全国議会 
 
        元老院   国家の高位官職保有者 + ローマ・カトリック教会の司教    
二院制      +       
        代議院   地方議会で選出された代議員 

16世紀の全国議会（1570年頃）   18世紀後半の全国議会（1791年） 



地方議会 
 

その地方に土地を所有する貴族の成年男子に参加権 
 

とくにそのための議場はない  教会や広場を利用 



      「シュラフタ」（貴族身分） 
「平等」＝ 貴族身分の者は対等（爵位による位階がない） 
「自由」＝ さまざまな特権（免税特権、不逮捕特権、国政参加権 etc.） 



シュラフタの肖像 



棺用肖像画のなかのシュラフタ 
 



シュラフタの「平等」 
「自分で耕すシュラフタも知事と対等」 

    大貴族の宮殿      小貴族の屋敷 



シュラフタの「自由」 
「われわれの共和国の土台は自由である」 



「貴族の共和国」の滅亡 
ポーランド分割（ 1772、1793、1794 ） 

→ プロイセン（のちドイツ）、オーストリア、ロシアの支配下に 



「近世」から「近代」へ 

近世： ポリティカル・ネーション 
  ・シュラフタの身分的特権・政治文化の共有による統合 
   ・言語・宗教・エスニシティの違いを超えて結びつく 
       ・身分間では分断 
 
               
 

近代： エスニック・ネーション 
   ・言語・宗教・エスニシティによる統合／分断 
   ・身分の違いを超える「国民」の統合  
 
 



現在のヨーロッパ 
「国民国家」による分断／EUによる統合 



「貴族の共和国」の歴史的記憶 
――共有されているもの 

 

アダム・ミツキェヴィチ 

（1798～1855） 

「リトアニアよ！ わが祖国！ 

 汝は健康にこそ似る 

 その価値をしみじみと知るの
は、ただ 

 健康を失った者のみ。」  

     
 長編叙事詩『パン・タデウシュ』   

  （1832～34）冒頭 



「貴族の共和国」の歴史的記憶 
――共有されているもの 

  クラクフ（ポーランド） ヴィリニュス（リトアニア） 



「貴族の共和国」の歴史的記憶 
――共有されているもの 

ノヴォグルデク（ベラルーシ） リヴィウ（ウクライナ） 



「貴族の共和国」の歴史的記憶 
――共有されているもの 

それぞれの言語で記憶されるミツキェーヴィチ 



「貴族の共和国」の歴史的記憶 
――共有できていないもの 

 「ポーランド・リトアニア連合」から 
    「ヨーロッパ連合」へ 
     （ポーランド） 

ソ連時代の遺産 ―― レーニン像 

     （ベラルーシ） 



「貴族の共和国」の歴史的記憶 
――共有できていないもの 

 廃墟――貴族の宮殿 
   （ベラルーシ） 

  廃墟――シナゴーグ 
  （ユダヤ教徒の礼拝施設） 

   （ウクライナ） 



「貴族の共和国」の歴史的記憶 
――共有できていないもの 

   廃墟――カトリック教会 
    （ベラルーシ） 

   廃墟――カトリック教会 

     （ウクライナ） 

 



「貴族の共和国」の歴史的記憶 
――共有できていないもの 

 
歴史的様式を歪める修復（ベラルーシ） 



                 ベラルーシの夕景 

  ご清聴ありがとうございました。 


